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～おもしろい学校づくりで考えて行動する子供の育成～

学校教育目標 「強く 明るく やりぬく子」

旭川市立陵雲小学校

一人一人の子供は集団の中でより良く育つ
校長 甲斐 信太郎

「本当に子供一人一人に対応した指導ができているだろうか？」

多くの学校の先生たちが，いつも自問自答するゴールのない悩みの一つです。

個性化・個別化した教育が注目された時期には，子供たちが個々のプログラムに沿って

個別に学習を進める授業が広がりました。子供がみんな背中を向け，自分の課題を黙々と

解いていくのです。教師は，家庭教師のようにその子に合った助言を与えるのです。極端

に考えると学級や学校という場そのものが必要なくなります。みんなで一つの場所にいる

必要がないからです。

コロナ禍では，個別学習が有効のようにも見えます。しかし，この方法の問題点は子供

たち個々の差が飛躍的に開き，教室内に大きな能力差が生まれてしまうことです。個を集

団から切り離して，個の能力を個別に高めようとする学習に陥りがちな問題です。

コロナの心配をしながらの教育活動となりますが，集団での学習には大きな意味がある

と考えます。本校は今年「おもしろい学校づくりで，考え判断し行動できる子」の育成を

重点にしています。協力して考える，力を結集して活動するなどの「協働性」を高めるこ

ともねらいです。

本校の子供たちには，素直さや真摯な態度を感じ取る機会がとても多くあります。例え

ば，過日の修学旅行・宿泊研修では，自分たちで計画や実行することや集団の中で社会の

決まりやマナーを守ること等について，しっかりと学んでいました。これは，一人一人の

子供の心が育っていることの証ではないでしょうか。

そして，子供たちが共に生活している学級・学年の集団の質が良いことも大事な基盤で

。 ， ，す 子供を健やかに育てたいと願うなら その友達も同じように高めなければならないと

昔から言われます。楽をしたいとか自己都合を優先するなど，人は自分に甘く弱い心をも

っています。学習でもそれは同じです。質の良い集団で育っているなら，一人一人が良い

影響を及ぼし合います。

私たち教員が一人一人の子供に寄り添うことと同じくらいのパワーを込めて，学級全体

を育てようと必死になるのは，そのためです。

過日に行った６年生の修学旅行や５年生の宿泊学習では，めあてや活動の計画を仲間と

協力してグループで決め，仲間と共に多くの体験をすることで，６年生にとっては思い出

深い修学旅行，５年生にとっては来年の修学旅行に向けた意義のある宿泊学習となりまし

た。

一人一人の確かな学びを高めることはも

ちろんのこと，子供集団を育て，互いの切

磋琢磨や質の向上を生む教育を続けてまい

ります。今後も家庭・地域の御支援をどう

ぞよろしくお願いいたします。



今年度は，旅行先を札幌方面から登別方面に変更しま

した。子供たちにとっては，あまり馴染みのない地域だ

ったこともあり，出発前から楽しみにしていました。

見学先の伊達時代村や地獄谷，登別マリンパークニクス，ウポポイでは，観光地としての

それぞれのよさを学んでいました。特に，今話題のウポポイでは，アイヌについての知識を

深めることができ，今後の様々な学びの素地となりました。

感染予防対策を講じた上で，充実した１泊２日の活動となりました。第６学年は，今後，

この学びの成果をまとめ，発表する予定です。

１日目は，防災学習を

軸に学習しました。十勝

岳火山砂防情報センター

で火山災害に関する知識を広めたり，防災グッズ作成体験を

通して防災意識を高めたりすることができました。

また，宿泊した大雪青年の家では，自分でベットメイキン

グをしたり，グループで協力して清掃をしたりすることを通

して，集団生活での個々の役割の重要性を再認識しました。

他にも，キャンプファイヤーや個の課題に応じた体験活動

（ボッチャ，ボールゴール，アロマキャンドルづくり，缶バ

ッチづくり）を行いました。

子供たちは，初めての泊を伴う活動を通して，成長するこ

とができました。

各団体・企業等からマスクや消毒・除菌液等の寄贈を

いただきましたので，この場を借りて紹介します。

□池田内科医院 様 □株式会社ネクシス光洋 様 （株）弘文社 様□

□（株）旭川建設管理事務所 様 □（株）ニトリホールディングズ 様

□（株）カズマ 様 □（有）ホリゾン 様 □（株）ディーオー 様

□（株）マイリグ 様 □連合北海道旭川地区連合会 様

□旭川 プロジェクト 様ALL FOR ONE


